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上海外國爲替の趨向及漢ロ金融市場の近況
 

. 

及

川

恒

忠

這
の
一
篇
は
近
着
の
上
海
銀
行
週
報
十
週
年
紀
念
號
1
1載
せ
ら
れ
た
賀
友
梅
，
戴
銘
禮
ー
一
氏
の
調
资1
1迪
い
て
細-
草
し
7:
む
の
で
あ
る
，

」
一
、

上
海
の
外
國
爲
替
の
趨
向
'「

'

一

•

'，
支
那
の
外
國
爲
替
は
質
易
上
の
關
係
か
ミ
對
日
、
對
英
、
對
米
の
そ
れ
が
中
心
を
な
し
丨
這
の
三
漭
は
け
に
上 

I

海
の
外
鼠
爲
替
市
場
に
於
.
て
'
鼎
立
の
勢
力
を
占
め
、
他
の
一
切
の
外
國
爲
替
相
場
を
左
右
す
る
の
で
あ
る
が
、
日
、

::

英

、

米

は

孰

れ

も

金

本

位

國

，で

.：
あ
る
か
へ
H

備
敦
の
銀
塊
相
場——

即
ち
金
銀
比
價
の
靈
f

が
上
海
の
外
國
爵 

.替
に
對
し
最
も
威
力
あ
る
支
，配
的
影
響
を
及
す
こ
ど
は
日
ふ
ま
で
も

な

いO

併
し
猶
ほ
此
外
こ
、
.

上
-承
の
標
金
R

引 

な
る
も
の
も
亦
®
大
な
る
影
響
を
斯
界
に
投
ず
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
上
海
の
爲
替
業
漭
が
、
外
國
爲
替
の
役
機
思 

一
惑.
を
爲
す
際
"

金
銀
比
僧
の
.變
動
は
常
に
騰
落
甚
し
ぐ
不
測
の
損
失
を
蒙
る
ど
こ
ろ
か
ら
、
此
翻
の
危
險
ょ
り
免
t
 

ん
た
め
、
必
ず
上
海
向
つ
て
賣
槃
ぎ
質
繫
ぎ
を
行
ふ
か
ら
で
あ
る
一|

|
|

^
|

|
|

|
|

^
让

海)

，

詮
々
、
上
海
の
外
國
爲
替
市
場
は
、'

是
を
事
實
か
ら
日
へ
ば
、^

5
1

心ダ•偷

敦

銀

塊

•

日
本
圓
•
上
海
標
金
の
五 

顿

が
色
ミ
な
役
割
を
以
て
：活
躍
す
る
一
大
投
機
舞
豪
な
の
で
あ
るO

‘

賀
友
梅
氏
は
最
近
十
年
問
に
於
け
る
上
海
の
外
國
爲
替
市
恥
の
變
遷
を
四
期
に
分
け
て
I

し
て
ゐ
る
か

&
、
筆 

者
も
贝
に
隨
つ
て
妓
に
分
別
敍
說
し
、
上
海
に
於
け
る
外
國
爲
替
の
趨
勢
を
瞥
見
す
る

[
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l
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這
の
三
年
間
は
銀
高
金
安.
の
時
期
で
あ
る
。
歐
巴
戰
爭
中
*

協
約
各
國
は
孰.

れ
も
自
國
金
本
位
を
維
持
す
る
必
要 

'に
逼
ら
れ
"
金
货
金
塊
を
中
央
銀
行
に
集
中
し
"
紙
幣
又
は
補
助
銀
貨
を
以
て
之
に
代
え
た
の
で
あ
る
が.
*
民
間
に
a ：

,

づ
て
は
紙
幣
は
餘
&

喜
ば
れ
ず
"

主
に
補
助
銀
貨
：を
使
用
し
たw

こ
ろ
か
ら
、
銀
貨
に
.對
す
る
需
要
が
世
界
的
に
增 

;

加
し
各
國
の
造
幣
局
は
紛
々
N?
J
U

て
K

ff
i

を
览
集
し
て
自
國
銀
貨
の
鑄
出
に
急
い
だ
こ
ど
は
世
人
の
衆
く
識
る
所
で 

あ
る
。
是
を
英
國
に
就
，て
日
へ
ば
，
一
九
一
三
年
以
前
則
ち
歐
巴
戰
爭
未
だ.
開
け
ざ
る
以
前
、
政
府
が
每
年
鋳
出
し
た 

る.
銀
貨
は
平
均
砰
六
十
餘
•
腐
磅
に
過
ぎ
な
か
つ
た
に
、
開
戰
後
は
每
年
增
加
し
.

一
九
一
六
年
に
至
つ
て
は
銀
貨
の 

在
高
睐
に
八
西
三
十
四
萬
磅
に
上
ぅ
、
全
世
界
逄
銀
额
の
三
分
の
一
强
を
佔
め
て
了
つ
た
。
是
を
佛
蘭
西
に
就
て
日 

へ
ば
，
戰
前
佛
國
政
府
の
每
年
の
銀
貨
鎢
造
額
は
、
大
約
八
西
莴
法
乃
至.
|.

千
寓
法
を
往
跟
し
て
ゐ
た
の
に
、

一
九 

一
七
年
に
は
其」

年
摩
に
於
て
實
に
八
千
萬
法
の
鈕
额
を
鑄
出
し
、
戰
前
に
比
較
し
て
八
割
方
の
激
增
を
示
し
た
の 

で
：あ
つ
た
。
页
に
露
西
gi
t

は
如
何
VV

い
ふ
に
、
同
じ
く
一 

九
一
七
年
度
に
於
て
其
上
半
期
の
み
に
て
も
政
府
は
約
ニ 

す
五
^

茨
ォ
ン
ス
の
現
銀
を
货
入
れ
て
銀
貨
の
鶴
造
に
充
て
た
の
で
あ
る
。
印
度
に
至
つ
て
は
一
九
一
ヒ
年
.̂
に
冷 

で
政
府
は
外
國
銀
貨
を
約
ニ
千
四
|-
1

萬
磅
購
入
し
た
に
も
拘
ら
す
、
民
間
に
銀
貨
貯
藏.
の
嵐
嫌
に
行
は
れ
た
る
ど
、
取 

隊
の
费
用
に
莫
大
の
龈
貨
を
要
し
た.
る
ど
に
ょ
と
政
府
所
有
に
係
る
銀
貨
の
在
高
は
、

こ
の
一
年
度
に
於
て
、
往 

一
年
に
較
べ
て
却
つ
て
三
發
磅
以
上
の
減
少
を
示
し
た
0

で
あ
つ
た
。.

そ
れ
程
，
銀
貨
に.
對
す
る.

®

要.
が
急
激
に
t
 

加
し
た
；ど
こ
ろ
か
ら
、
印
度
政
府
は
這
の
情
形
に
艦
み
て
ノ
一
方
、
十
仙
二
十
I仙
の
小
額
紙
幣
を
發
行
す
る
ど
同

時
. 

に
、
他
カ
、

一
稱
の.
1
|
€_

的
彩
栗
を
發
行
し
て
、
以
て
民
間
藏
す
るw

こ
ろ
の
現
銀
を
吸
收
す
る
こ
ど
に
努
め
.ど
の 

:
第l
l
t
l

怨

(

一
六
3|
:
七)〕

上
海
外
阈
爲
替
の
趙
内
及
漢
ロ
金
融
市
場
の
近
猊
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阃
者:0
顧
胸
為
雜̂
雇
顧
饰
潘:̂
迸
.祝
 

節
M

;s
1
ハ
：

で
あ
る
。 

.

'.‘
 

，
:

,

い
つ
：た
い
"
全
：世
界
に
：向
つ
：て
現
銀
を
供
雞
す
る
大
宗
は
人
も.
識
る
如
く
米
#
:

1_

で
：ぁ
る
0
然
る
に1

九
一
七
年 

常
時
に
は
米
«

政
府
も
亦
現
金
集
中
主
«

を
猓
々
广
銀
魂
を
貢
入
れ
セ
補
助
銀
貨
を
^

3

す
る
f」

ビ
に
努
め
允
輪
果
、 

觑
を
外
賴
に
輸
出
す
る
餘
裕
な
ざ
は
全
く
無
か
つ
た
: ©.
で
*

る
。
■

し
て.
墨
國
狱
相
不
變
內
亂
の
頻
發
に
潘
し
み
， 

大
小
®

銀
礦
は
之
が
爲
、.

多
く
停
業
に
至
ち
、
銀
產
額
は
著
し
ぐ
減
少
せ
■
ざ
^

を
f
:

が.
つ
た
。
こ
ぅ
し
た
事.
情
の. 

下
に
今
ま
で
外
國
ょ
り
支
那
^

流
入
し
て
ゐ
た
顧
は
、
這
の
時
期
に
在
つ
て
は
3

其
途
全
ぐ
杜
絕
し
て
了
0

た
の
で 

ぁ
る
が
、
31
に
其
上
に
、
上
海
：に
在
る
外
國
銀
行
从
，
歐
巴
に
於
け
る
‘
鈒
高
の
氣
勢
を
具
越
し
て
> 

上
海
市
場
ょ
ジ 

陸
纖
ビ
し
て
現
銀
を
海
外
に
輸
し
厚
利
を
圖
つ
た
滬
0

で
ぁ
る
。

一
九
一.

七
雜
の
ニ
年

;:
0

み
に.
て.
も
？
上
海
の
銀 

幟
出
總
顧
は
約
一
億
海
®)
雨
に
上
^

V

上
海
の
銀
在
高
は
戰
前
{ ;
比
«

す
る
ビ
、
：約
三
分
の.
二
に
減
じ
て
ゐ
た
。
か 

ぐ
て
：
> 

上

海

市

場

に

於

て
. «
銀
高
金
安
0

新
局
面
が
出
現
し
、
そ
の
外
國
爲
替
は
此
年
"

I

九
一
七
年
| :
於
.て
一
齋 

に
低
落
し
て
往
つ
た
。
-

.

;

翌

一

九
一
八
年
十
一
月
歐
巴
戰
爭
の
終
熄
ミ
共
に
、.
全
世
界
の
人
心. 

一
4
.

づ
安
定
し
、
.金
價
は
之
に
因
つ
て
稍 

j

好
況
を
雄
せ
た
が
、
幾
も
な
ら
中
し
て
十
二.
月
以
後
は.
陸
鑛
暴
落
し
、
全

ぐ

I

落
千
丈
0

勢

を

示

し

た:0
そ

し

て
 

1
.

九
一
九
年
末
に.
は
、
倫
敦
銀
塊
は
七
十
九
片
八
分
の.

一：.、
上
海
の
先
令
相
繁
對
英
©

: #)

は
七
志
十
片
、
米
余
相 

場c

對
米
爲
替〕

は
一
西
五
十
- r
7 c
>
 

B
金
相
場(

對
：:0
爲
替
心
は
三
十
三
.»
四
分
の
一
:
せ
い
ふ
：籐
く
可
き
數
字
を
見
せ 

た
の
^

あ
つ
た
。
今
、
そ
の
源
因
令
考
へ
る
に

、
#
;
一

 

に
厥
巴
^

规
は
全
く
停
止
さ
れ
^

ガ

れ

ず

^
^
ぎ

約

各

國

が

集
 

淨.
中
綮
^

ぐ
猶
發
:{,
.
た
紙
糌
に
ょ
る
，：狐
货
の
膨
领
は
猶
ほ
一
朝
一
夕
に
收
縮
す
る
こ
e

は
®

難
で
あ
つ
て
、
眞
實
の

金
本,

に
f
fi歸
す

?̂
ま
で
はe

依
然
ミ
し
て
餓
貨
及
渐
猶
に
俟
た
ね
ぱ
な
ふ
ぬ
$
情
が
め
；
.
：つ-
f
tこ
ビ
1
第
一.1

1C
®
約 

ノ
各
國
は
平
和
成
立
後
最
も
急
速
に
各
自
商
工
業
の
恢
復
，を
謀
：

競
ふ
て
支
那
印
度
南
洋
方
雨
に
原
料
品
を
買
付
け
：
 

，
た
た
め
、§

别
の
結
算
に
極
め
て
多
额
0
銀
貨
を
必
耍
ビ
し
れ
る
こ
气
第
三
に
英
國
政
府
は
艇
に
爲
替
の
戰
事 

;:
'
管
理
は
之
を
除
い
だ
け_

^
、
猶
ほ
金
の
自s

輸
出
を
解
禁
せ
ざ
々
し
こ
ど
>
®
i
r

に
歐
B
戰
爭
以
來
龈
の
用
途
世 

:
レ
界
的
に
揪
加
し
、
仙
界
^
每
华
平
均
約
ニ
億
五
千
莴
ォ
ン
ス
の
銀
を
必
要
ゼ
し
た
石
^
、
近
年
全
世
界
の
產
■
額
は 

.1

年
：半
均4

備
六
七
于
萬
ォ
ン
ス
に
過
ぎ
な
か
つ
た
こ
ヒ
、
例
へ
ば
印
度.
一
國
で
i

一
 

九

一

九

年

四

月

ょ

.
り

八

月
 

£
:li

至
る
五
ヶ
月
間
に
於
て
贸
入
れ
だ
る
銀
は
實
に
九
千
离
ォ
ン.
ス
に
上
り
、
已
に
全
他
界
產
銀
額
の
半
數
を
佔
め
た 

'

…

ほ
？

あ
る
。
第
近
に
泚
界
第
ニ
位
の
產
銀
國
た
る
擧
西
部
政
府
は
自
國
銀
媿
の
輸
出
に
就
き
、
產
銀
额
の
半
數
：を

勉
ゆ
可
ら
ざ
.る
^
.
の
访
限
を
如_

へ
.た

る

こ

-

-
等
、
彼
此
、
凡
そ
_五

を

，算

..，ふ

る

こ

^
が

出

來

ょ■ぅ

。

へ
第
二
期
、
ニ
九
ニ〇

"
1

ニ
年
の
ニ
ヶ
年
。

.

這
の
ニ
年
間
は
金
叙
比
價
の
變
.動
が
最
も
激
烈
を
極
め
た
時
期
で
あ
る
。
.
一
九
1
}〇
年
の|

月

二

月

は

龈

價

.
_
い 

て
上
騰
し
，
ニ
月
中
偷
敦
銀
塊
八
十
九
片
ニ
分
の
一
に
上
り
フ
英
志
の
：相
場
も
亦
九
志M

片
を
突
破
し
て
全
く
未
：曾 

有
の
姿
を
見
せ
た
。
然
る
に
三
月
以
後
は
逐
次
低
落
し
：て
、
十
二
月
中
"
偷
敦
銀
«

は
五
十
八
片
八
分
の
七
ま
で
跌 

ち
，
這

の一

年
湖
に
在
つ
ャ
最
高
最
低
の
開
き
實
じ
五
十
片
ビ
い
ふ
數
字
’を
示
し
た
。
こ
、
を
以
て
當
時
±
海
の
猶 

入
業
请
は
大
恐
«

を
來
し
、
殊
に
：=

本
灕
货
並
{ ;
棉
絲
茆
類
0

取
引
業
者
崎
是
に
因
っ
て
一
大
打
擊
を
蒙
り
十
人 

冲
七
八
人
铽
い
づ
れ
も
一
時
閉
店
す
る
の
餘
儀
な
き
に
至
り
、
損
失
额
約
1
1-

四
千
萬
元
に
遴
し
た
ビ
0

破
れ
て
ゐ 

る
0

然
ら
ば"

這
の
時
"

銀
價
は
何
の
故
を
以
て
し
か
ぐ
暴
落
し
た
の
で
あ
つ
た
、b

ぅ
か
。
吾
人
は
、

第

二

十

一

饴

(

一
六
五
九

)

.

上
海
_
國
爲
替
の
趨
尙
及
淡
ロ
金
融
沛
墙
の
近
況
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十
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a

六
六
〇)

上
海
外
國
爲
替
の
趙
肉
及
淡
ロ
金
融
布
場
の
近
況 

第

十

二

歌

四

八

(
一)1

九

一

九
年
の
春
以
後
は
歐
洲
諸
國
は
い
づ
れ
も
相
率
ゐ
て
補
助
銀
貨
の
鑄
造
を
減
額
し
、
獨
逸
の
如
き
は 

:

銀
貨
の
使
用
を
廢
す
る
に
至
っ
た
ほ
ざ
で
、
結
局
、
銀
に
對
す
る
需
要
が
激
減
し
た.
こ
^
、(

ニ)

戰
举
中
谷
國
の
國 

民
は
捣
ー
を
腐
っ
て
饊
貨
を
自
家
に
貯
藏
す
る
風
が
庇
#•
で
あ
っ
た
が
、
戰
後
這
の
貯
藏
銀
貨
を
市
場
に
寶
放
っ
た 

ば
か
り
か
、
獨
佛
兩
國
の
中
央
銀
行
さ
え
も
其
所
有
に
係
る
銀
貨
を
倫
敦
市
場
に
賣
放
っ.
た
の
で
、
玆
に
銀
®
の
供 

パ
'

給
激
增
し
た
る
こ
ビ
、(
三〕
銀
の
投
機
取
引
に
手
を
染
む
る
#

は
、
銀
價
低
落
の
趨
向
に
藤
：て
陸
續W

し
て
手
仕
舞 

.

ひ
、
銀
價
下
落
の
大
勢
を
肋
挺
し
た
る
こ
ビ
、(

四)

職
^
中
墨
哥
西
政
府
は.
銀
價
の
騰
rn
に
隨
っ
て
®
國
の
產
銀
業
を 

獎
»

し
た
る
結
*
"
銀
の
供
給
が
大
に
增
し
た
る
こ
ど
、(

五)

這
の
年
、
北
支
那
は
怖
る
可
き
饑
議
に
遭
ひ
且
つ
政
治 

'
上
に
於
て
は
段
曹
間
の
安
庶
戰
^

あ
り
、
か
た
が
た
.®
出
資
易
は
停
頓
し
て
全
く
不
況
で
あ
つ
た
し
、
印
度
の
輸
出 

ぺ
も
亦
極
め
て
木
浞
で
あ
っ
た
ビ
こ
ろ
か
ら
，外
國
よ
り
支
那
並
に
印
度
方
面
に
流
入
す
る
銀
は
一
時
杜
絕
し
、偷
敦
紐 

.
育
市
場
に
於
け
る
銀
：の
在
高
を
些
し
も
減
せ
さ
り
し
こ
ど
、
，

(

六〕

一
九
一.
九
年
春
以
後
の
世
界
の
物
價
は
、
い
.す
れ 

.

へ
':

"
も
低
群
し
、
延
ゐ
て
は
美
術
エ
藝
方
而
の
銀
に
對
す
る
«
^
 

ス
レ
ー
ト
漸
時
に 

丨
パ
::
::
:

恢
復
し
、
偷
敦
の
銀
棚
場
は
往
年
の
如
く
紐
育
の
相
場
よ-CS

遠
に
高
か
り
ー
現
象
が
消
失
し
た
る
こ
ど
、(

八)

英

國
.

''
:

’，
：
紙

幣

の

：
信

用

V
J

み
に
增
し
、;
巳
に.
全
歐
洲
に
さ
え
流
通
す
る
に
至
つ
た
の
で
、
英
國
々
民
は
勿
論
、
歐
巴
各
國
民
間 

.

^

i'
:
に
於
け
る
輔
助
銀
貨
に
對
す
る
需
要
減
少
し
た
る
こ
^——

等
を
枚
擧
す
る
こ
ビ
が
出
來
よ
ぅ
ビ
想
ふ
K

ば

.

.

.

.
:
.
.

ー.
.认
|̂
*
贼
會
^
妞
過
し
た̂

ビ
.少
ト
マ
ソ
條
令.4>
.货
朽
し
、
銀.一
太
ソ
ス4 »
一
 

卯w

法
定
.し
、
銀
貨
ニ
千
七
商
ォ
ゾ
ス
^
贸
入
^
て
^
化
し
た
^
、1|
:(

^

入
^
た
る
銀
'1
^
米
國
所
有
の
龈1
1限
ら
れ
て
ゐ2
か

ら
'i
l
l：
界
.の
銀
市
#
ミ
は
全
く
無
關
係
で
ゎ
.る
：—
1
ビ
_.タ
ト
.マ
ゾ
..：條
^.
1
1就

て

はK.,. Kaun..: curre-

p

 

1
5

7
,

參

翁

J

:p
い

で

翌

ニ

一
 

年

一

月
1
偷

敦

銀

塊

は

四

十

ー

〗£!;

八

分

の

七
.i
梢

：3
高

値

を

示

し.た

。

是

は

明

に.前

月

*

、
暴

樣.0
.

JL
L

た
の
で
投
機
漭
は
此
趨
勢
を
瘵
知
し
紛
々
S
し
て
眞
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
其
結
果
、

一

時
は
*

干
の
高M

 

へ
を
現
は
し
た
か
ン
d

以
後
は
又
復
た
漸
落
を
始
め
，
三
月
中
に
装
び
三
十
片
八
分Q

五
に
低
落
し
て
了
っ
た
。

..............

隨
っ
て
上
海
の
英
志
相
場
は
ニ
志
十1

片
ど
な
ト
、
對
米
爲
替
は
五
十
六
元
七
如
ニ
分
の.
—

、.對
日
爲
替
は
八
十
四

.

兩i j

分Q

一
 

に
上
騰
し
、
標
金
は
四
E

九
兩
に
上
っ
た
。
蓋
し
此
時
"
上
海
市
場
に
於
け
る
銀
の
在
高
嚴
る
豐 

富
で
め.
っ
た
.3
1
上
に
對
外
贸
爲
不
振
を
極
め
貨
物
の
移
動
見
る
可
き
も
の
皆
無
で
あ
っ
た
爲
に
外
な
ら
ぬ
0
九_

^

:

，
旬
、
偷
敦
銀
塊
又
復
た
上
放
れ
て
四
十
三
片
八
分
のI

I
I

I

ぅ
、
延
ゐ
て
對
外
爲
替
は}

律

に

好

況

を

示

し

た

が

.
、 

卜
.

，：：
リ

是

は

、

此

時

、

印

度

の

銀

に

■對
す
る
麗
が
庇
®

で
あ
っ
た
こ
I

、
今
一
ミ
っ
に
は
天
津
、
漢
ロ
、
杭
州
'
慕
 

,

等
の
造
幣
廠
が
銀
貨
の
*

造
を
開
始
し
て
、
銀
の
需
要
を
增
し
K
結
果
で
あ
る
。

'
:
第
三
期
、

一
九.
ニ
ニ
、
ニ
三
"

ニ
四
、
二
五
年
の
四
ヶ
年
。

這
の
四
年
間
は
外
國
馨
Q

S

時
代
f

謂
奇
き
時
期
で
t

。.
政
治
的
方
面
に
於
て
は
一
九1

三
年 

シ

直

戰

爭
t

 
ニ
四
年
に
は
江
淅
攀
並
I

s

廢

f

f

、
ニ
五
年
に
は
浙
奉
戰
f

っ
て
、
北
部
中
部
支 

;

那
を
.擧
げ
て
動
亂
に
莊
奔
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
此
事
は
殆
I

國
爲
替
に
無
影
響
で
あ
っ
た
。
又
、
ニ
コ
¥
 

九
月
東
京
の
大
賛
に
際
し
、
對

县

替

は
I

1

1S
L
狀
態
に
陷
る
こ
5

陷
っ
た
が
，
幾
も
な
く
し
て
恢
復
し
、

:
倐
&
後
の
相
場
は
震
炎
前
に
比
較
し
て
僅
に
、

一
兩
內
外
の
跌
落
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
其
他
、
外
交
關
係 

Q

方
面
に
在
っ
て
は
、j

A
r l
s
^

^
か
の
3£
册
事
件
突
發
し
て
上
海
の
總
罷
寒
ニ
十
日
以
上
に
及
び
、
英
貨
ユ
微 

底
的
S

斤
を
蒙
っ
た
が
、
此
啤
，

I

時
對
英
爲
替
の
取
引
が
行
は
れ
な
か
っ
た
に
過
ぎ
ず
し
て
、
相
場
は
之
が
爲 

第
二
十I

卷

(

一
六
六
1
0 ,_
:
上
海
外
國
爲
替
の
趨
向
及
：淡
ロ
金
融
沛
揚
の
近
況 

第
i

s

四
L



:

哪
二
十.1

都

(.一

六
六
ニ)  

土
海
唞
掘
爲
#
の
趟
间
及
淡
0
金
徹
市
赐
の
近
況 

第
十
二
號 

§

:
は
何
等
め
澎
響
を
蒙
ら
な
か
つ
介
の
で
あ
る
.0

m

f
- I
Z

ニ
四
年
以
後
、
獨
シ
日
本
金
圓
の
み
は
暴
落
し
.T
十
月
中
に
は
'进
千
南
八
錢
七
汾
の
五
S
い
ふ
安
値
を
®- 

現

し

歲

金
I

之
に
隨
つ
て
一
雪
字 
一
f

 
|
落

し

晶

1 |
獨_

2
1:
1_
_
|
|
け
^

| |
齡

|
|5_

撕
_

。 

是
槐
明
に
日
本
の
對
米
爲
替
が
下
落
し
た
こ
ど
に
起
因
す
る
の
で
あ
つ
て
、
十
月
中
に
«

日
米
ク
ロ
ス
.レ
ー
ト
似
三 

七
•
八
七
五.
ま
で
低
落
し
て
了
つ
た
。
何
故
に
圓
價
が
し
か
：ぐ
下
落
し
た
か
は
、
敢
X
詳
.説
す
る
を
用
ゐ
ぬ
所
で
め
つ 

て
、..
.要
す
る
に
來
京
大
靈
災
後
の
H
本
經
濟
狀
況
i®
激
灤
が
然
ら
し
め
た
？

V
ろ
で
あ
るo

則
、
震
災
後
破
壞
せ
ら 

'
れ
た
る
生
產
谳
織
の
復
興
に
當
气
資
金
、
材
料
の
缺
乏
は
吾
國
の
輸
入
を
著
し
ぐ
膨
脹
せ
し
め
：、
大
正
十
玉
年
上 

泮
侧
に
於
て
入
超
總
額
，終
に
六
億
循
以
上
に
達
し
、
日
本
の
國
際
貸
借
に
於
け
る
地
.位
益
に
動
搖
を
來
し
た
の
で
あ 

る
。
而
し
て
日
本
の
對
外
贸
易
の
大
宗
は
一
兀
ょ
り
米
國
で
あ
る
か
ら
、
對
米
爲
替
が
之
に
隨
つ
て
低
落
す
る
の
は
當 

猶
の
，y

y
j.

で
あ
つ
て
、

㈨
や
金
の
«

«
行
は
れ
す
、
在
外
正
貨
の
基
礎
ま
た
薄
弱
な
ら
んV

J

す
る
に
於
て
は
、
B l
ff
i 

;0
跌
蒋
拟
一
層
遨
し
か
る
可
き
道
理
で
あ
つ
た
。
道
の.
，
.
年
十
月
、
偷
敦
"
鈕
育
の
兩
市
場
に
於
て
五
億
五
千
莴
圓
め 

日
本
公
値
が
寒
集
せ
ら
れ
た
く
は
B
ベ
、
脒
に.
期
日
到
^
の
英
貨
舊
公
債.
に
虎
當
す
'る
分

ど

、

偸

敦

紐

育

雨

.市

場

鈒 

:®
固
の
礙
行
引
受
に
要
し
た
る
#
用
ど
を
控
赊
す
れ
ば
，
日
本
の
運
用
し
得
ら
金
額
は
備
に
一
億
擻
千
萬
圆
に
：過
ぎ 

な
か
つ
た
の.
で
あ
つ
て
、
對
米
爲
替
の
恢
復
に
資
す
る
カ
は
殆
ざ
謂
ふ
可
き
も
の
が
無
つ
た
の
で
あ
る
。

第
四
期
、

I

九1
H

ハ
年
。

:

,
:

本
年
は
金
高
銀
安
の
時
期
で
あ
つ
/2
。

一
 

月
以
向
、
外
國
爲
替
は
い
ず
れ
も
逐
次
土
騰
し
、
十
月
の
月
中
似
後
は 

俄
^

暴
騰
し
て
往
つ
允
。
則
、
十
月
半
に
偸
敦
銀
塊
は
”〖

屮
;»
井
八
分
の
1 
一I

で
^

落

し̂
0

^

場
は?:  I

志
2

仲
^

六
#

0 I

、
對
米
爲
稃
は
a
十

四

元

ニ

分

一

、
日
本
^
圓

ま
た
，̂

2

兩
に
上
'

檫
余
は.
四
|

ー
十
.八
寧
の
商 

#
^
呼
び
"
十
年
來
始
め
て
の
部
象
を
現
は
し
た
。
さ
れ
ば
上
海
の
輸
入
業
^
中
-
商
談
は
取
極
め
た
る
も
未
だ
代 

金S
'

あ
濟
を
行
は
f.

し
满
は
、
金

债

盡

の

た

め

、

い
ず
れ
も
大
损
失
を
受
け
ざ
る
は
な
ぐ
、
殊
に
®
絲
布
領
.の 

輸
入
業
に
於.
て
其
姐
®
は
最
も
甚
し
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
本
年
に
於
て
金.
は
何
故
し
か
ぐ
上
騰
し
た
の
か
。 

(

一〕

fL
界
の
銀
產
0.
は
坪
划
し
：た
：：(H

 )

印
度
及
上
海
市
場
の
銀
在
高.
豐
赏
に
過
ぎ
、
上
海
丈
け
に
就
て
ii
L
る
も
，

.:
銀_

r
^
l

億
ニ
千
?«
兩
以
上
に
上
；つ
て
ゐ
た
其
上.
に
、
南
北
戰
爭
の
：た
め
內
地
商
業
，
.
は
停
嘅
し
、
交
通
は
全 
<
杜 

絕

し

%
r

に
過
き
た
る
上
湃
の
銀
を
他
の
地
方
に
轉
運
す
る
途
が
皆
無
で
あ
つ
た
。
5

o
印
度
の
金
本
位
制
改
革 

:

案
が
f

さ

れ

た

繁

、
低
ス
は
近
き
將
來
に
於
て
銀
の」

火
消
I

が
I
:

る
I

を
想
ひ
、
且
つ
'印

慶

f
 

『

其
所
有
に
f

f

當
然
I

菌

放

つ

に

？
 
I

f

 
S
t

銀
價S

前
途
極
め
て
悲
觀
さ
れ
た
。
ん
四)

日 

本
の
靈
災
に
ょ
る
打
擊
£

時
に
1

し
，
入
超.

|
前
年
度
に
比
較
し
|

し
<
減
少
し
、
對
米
爲
替
上
騰
の
氣 

勢
を.
力
し
た
の
で
、
上
海
投
機
#
は.
圆
價
の
前
途
を
樂.
觀
し
、
日
本
政
府
の
米
國
に
對
す
る
現
金
輸
送
の
事
實
や
金 

歡

比

の

澥

禁

說

ゃ

を

，質

材

料

ど

し

て

«

に

圆

を

，還

ん

だ
0(

五)

し

す

前

^
^

て
S

富

で

あ

つ

たVJ

こ
ろ
か
ら
、

銀

行

利

子

安
.く

し

て

資

含
#

通

颇

る

容

^

で

あ

つ

た

た

め

爲

替

唐

並

に

金

寒 

交

：憂

の

&
機

考

は
ノ
い
；
ず

れ

も

面

に

墨

む

ど

同

時

に

標

金

に

盤

ぎ

、

兩

靈

：に

因

#

の
.關

係

を

爲

し

て

金

.の

惯

丨
ぷ
上
 

' 
上
^
め
タ
國
爲
智
の
變
诹
を
最
近
十
年
に
苴
つ
て
大
つ
ま
み
に
述
べ
た
ど
こ
ろ
で
、
本
#;
々
未
こ
圖
表
三 

卜

枚

を

載

錄

し

て

お

ぐ。

:'
:

:
:

節
：

U

十
5
 

(

一
 
六
六
三

)

|上

梅
.̂
國
.爲
潜
の
趨
昀
及
淡
;«
金
观$
'の
近
祝* 

徘

十

二

號

五

一



第

二

十

一

卷

.(
1

六
六
.四)

上
海
外
國
爲
替
の
趨

1»
]
及
.漢
ロ
金
融
祐
揚
の
；近
況

 

.第
十

1
1

啟 

五
ニ

ニ
、
.
漢

ロ

金

融

市

場

の

近

況 

こ
、
數
日
の
上
海
電
報
に
ょ
れ
ば
、
唐
生
智
祺
は
南
京
政
府
派
取
間
の
®

迫.
に
耐
え
か
ね
愈
J

漢

ロ

を

拾

：て

、
湖
 

南
に
逃
れ
"

漢
ロ
は
又
復
た
其
主
人
を
紙
え
ね
ば
な
ら
な
ぐ
な
っ
た
や
ぅ
で
あ
る
。
想
起
せ
ば
將
取
吳
佩
孚
が
、
忽 

焉
>」

し
て
漢
ロ
を
逃
亡
し
た
る
は
昨
年
秋
の
こ

'(
£

で
あ
つ
た
。
嗣
ゐ
で
彼
に
代
つ
て
漢
ロ
の
主
人
た
り
し
蔣
介
石
は 

本
年
春
に
は
快
ぐ
も
南
京
に
逃
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
而
し
て
其
時
以
來
，
導
ロ
の
新
主
人
た
り
し
唐
生
御
も
、 

今
や
、.f

吳

蔣

ー

一

將

の

徹

を

踏

ん

で

、

湖

南

落

ち

を

決

行

し

な

け

れ

.
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。g

.

に
漢
ロ
は
送
與
迎
越
に 

ベ
.
忙
し
い
次
第
-̂

あ
っ
て
、
其
都
度
康
る
一
般
經
濟
界
並
に
金
融
市
場
0

不
测
0.

打
擊
は
漢
：
.
，ロ

市

：
場

を

沙

漠

.た

ら

し

め
 

ず
ん
ば
巳
ま
ざ
る
可
く
他
目
に
S

全
ぐ
氣
の
毒
な
有
檨
で
あ
る
。

漢

ロ

が

南

北

戦

爭

の

带

奪

地

S

な

っ

て

以

來

"

其

金

融

史

上

に

一

大

別

天

地

を

造

っ

た

も

の

は

、

何

ん

ビ

m

ふ

て 

i

本

年

四

月

國

民

政

府

に

.ょ

っ

て

公

布

さ

れ

た

『
集

中

現

金

條

例

』

で

あ

：る

で

あ

ら

ぅ

。這

の

條

例

は

人

も

識

■る

如 

く

國

民

政

府

が

い

は

ゆ

る

北

伐

を

繼

續

す

み

爲

、

現

金

を

政

府

'に

集

中

す

る

必

翌

に

®

ら

れ

、

之

が

對

策

ビ

し

て

現
 

金

の

行

使

並

に

輸

出

を

絕

對

に

禁

止

し

、

且

っ

是

ま

で

漢

ロ

市

：場

に

流

通

し

た

る

各

市

中

銀

行

の

銀

行

券

を

も

一

槪
 

に

流

通

を

停

止

し

、

中

央

銀

行

紙

粮

、

中

國

銀

行

紙

幣

、

交

通

銀

行

紙

幣

の

三

者

の

み

を

之

に

代

は

ら

し

め

た

も

の
 

で

あ

つ

て

、

歐

巴

戰

带

當

時

V

雖

も

か

、

る

方

策

'0
試

み

ら

れ

た

こ

>」
あ

る

を

聞

か

な

い

の

で

あ

る

.0

請

ふ

、

現

銀
 

集

中

に

® )
す

る

命

令

並

に

集

中

現

佥

條

例

を

載

錄

し

ょ

ぅ

。

現
に
出
帥
北
伐
)̂
際
に
あ
た
り
•
首
要
な
る> J VJ

は
：財
政
.を
策
固
.に
す
る
に
.在
b
。奸
徒
機
に
乘
t
て
利
'を
漁
，办
、

'?
が
政
^ST

が
で
地
の.
現
金
を
»
收
し
て
輸
出
し
金
'融
を
接
亂
す
る
こ
ど
を
嚴
防.
す
可.
き
な.-OVO  

^
に
寺-
に.
-̂.̂
.
.-4

>.
か
，
 

金
條
例
を
頒
布
す
。
: :,

.'
■

ン

-

今
日
ょ
り
以
後
は
，、
凡
そ
國
税
を
完
納
し
、
市
場
に
流
通
せ
し
む
る
も
の
は
中
*

銀
行
紙
幣
及
中
¥

交
輕
ー
«
行 

紙
幣
を
似
て
限
ゼ
爲
し
、_

兀
ハ
飯
錠
の
輸
出
を
禁
止
す
°

谷
銀.
行
營
業
：上
の
受
納
れ
支
拂
は
一
雜
に
常
に
照
す 

:

も
、
但
だ
現
金
出
入
を
以
て
す
る
こ
ど
得
す
。
凡
そ
吾
が
民
衆
は
絕
對
に
遵
守
し
て
自
ら
相
驚
擾
し
或
は
造
謠
破 

壤
す
る
を
得
す
。
如
し
中
央
銀
行
紙
幣
及
中
國
•交
通
ニ
銀
行
紙
幣
を
收
受
す
る
を
拒
み
-或
は
五
ロ
が
政
府
の
經
濟 

政
策
を
破
壞
し
、
謠
言
を
造
っ
て
^

を
生
じ
*

金
融
を
擾
亂
す
る
者
め
ら
ば
> 

|

に
棄
獲
を
經
て
直
に
^

に
,̂
じ 

て
懲
辨
し
決
し
て
姑
寬
せ
す
。
集
中
現
金
條
例
を
以
っ
て
公
布
せ
る-
も
の
以
外
は
、
湖
北
省
政
仔
•

武
獎
市
政
府
k
 

迅
速
に
民
衆
谷
團
體
"

各
機
關
、
農
工
商
會
に
通
吿
し
、

一
體
に
切
實
に
奉
行
せ
し
む
。
此
に
令
す
。

第

1

條

國
民
政
府
は
金
融
を
»

持
し
、
現
金
を
集
中
す
る
見
解
を
以
て
特
に
本
條
例
を
頒
布
す
。
呵
\
た
る
に

論
な
ぐ
均
し
ぐ
遵
守
す
'
/
し
。

、.

、
、

第
二
條
、
凡
そ
國
税
を
完
納
し
、
市
中
に
流
通
す
る
も
の
は
、
中
央
銀
行
發
す
る
所
の
：漢
ロ
通
用
紙
幣
及
中
國
銀 

行
、
交
通
龈
行
發
す
る
所
の
漢
ロ
通
用
紙
幣
を
以
て
慨
^

な
す
。

第
三
條
、
凡
そ
銀
實
或
は
商
業
銀
行
紙
幣
を
所
有
す
る
者
は
、
中
央
•
中
國
•
交
通
の
三
銀
行
及
各
郵
便
局
に
向
っ 

て
隨
時
に
中
央
中
國
交
通
銀
行
の
紙
幣
に
兌
換
す
も
こv

を
得
。 

. 

第
四
條
ノ
凡
そ
銀
兩
を
授
受
す
る
に
は
み
な
紙
幣
を
用
ゅ
。
5;
rs-
:

か
i

i:
か

:::

第
二
十
5
 

(

一
 
六
六
瓦〕

上
海
外
國
爲
替
の
趟
峁
及
淡
ロ
金
融
I

の
近
況
，
 

第
十
二
號
..

I



'
第.
ニ
十一 :

怨

(
一

六
六
六)

，上
海
外_

馨

の

趨

网

暴

c
#

霞

摄

の

敗M -
第
十U

號 

五
四 

'
第
五
條
、
M

政.
部
の.
f

を
®

ゐ
に
非
れ
ば
銀
元
f

の
輸
出
を
絕
對
に
禁
止
す
。

.
第
六
條
"
’凡
そ
中
央
中
國
交
通
三
礙
行
の
紙
幣
を
收
受
す
る
こv

を
拒
み
、
或
は.
銀»

を
買
收
し
、
或
は
紙
：幣
價 

格
を
，抑
勒
し
、
或
ぼ
物.
品
市
®

を
擬
高
し
、
其
他
本
條
例
の
規
定
に
違
反
す
る
行
爲
に
し
て
、
人
民
の
吿
發
を
經 

.
■て
、
赍
明
確
實
な
る
者
は
律
に
按
じ
て
厳
辨
す
。

■

第
七
條
、
本
條
例_
は
公
布
，，の
日
ょ
り
施
行
す
。

藥
中
現
金
條
例
な
る
も
の
の
內
容
が
te
に
上
記
の
如
き
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
、漢
ロ
金
融
市
場
に
於
け
る
金 

,融
‘自
然
の
'趟
勢
を
*

®
か
ら
靡
搖
せ
し
む
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
ど
は
看
易
き
道
理
で
あ
つ
て
、
這
の
康
例
の
發 

布
後
、
い
ぐ
ば
く
も
無
ぐ
!̂
て(
！)
對
上
海
の
：爲
替
は
全
く
停
®
しo

1
)

銅
元
に
對
す
る
寤
要
が
一
時
に
激
增
し
て
、 

3 :
の.
；

3

貨
而
®
の
缺
，HNJ:4
>

:r
ベ
o
ご)
M
«

fw
w
 

フj

を
銀
一
元( .
實
は
紙
幣)

.
は
七
錢
■一
 
分v

法
定
し.
た
る
結
果
、
取 

3
に
大..支
障
を
生
七
0
四)

流
通
紙.
幣
は
急
激
に
膨
脹
し(

五〕

隨
つ
て
物
價
は
.陸
續
ど
し
て.

‘̂騰

し
、
潢
ロ
の
M

W

M
 

、に
，金
融
市
場
は
全
く
氣
息
沲
々
た
る
姿
に
陷
つ
て
了
つ
た
。

し
か
も
"

這
の
條
例
0

洸_

を
受
け
た
澳
ロ
金
融
市
場
な
る
も
の
は
、
此.
時
以
前
、
！i
ic
業
に
一
年
間
に
宜
つ
て
、 

千
闾
：6

折
の
«

雛

を

嘗

：め

避

し

て

.
屉
っ
た
の
で
あ
る
。

.

.-

咋
年
靡
*
未
だ
埏
佩
孚
が
淡
：ロ
の
生
人
で
あ
つ
た
頃
、
漢
ロ
金
融
市
場
は.
官
M
の
'
#
發
に
ょ
つ
て
甚
し
ぐ
惱
ま
^

ヾ
れ
た
。
則
、
此
時
湖
北
全
省
の
商
工
業
は
官
禀
濫.
發
の
結
果
。
全
ぐ
停
滯
の
姿
に
陷
つ
た
の
で
> 
隨
つ
て
貨
物
集
散

の

中

樞

.で

あ

る

漢

ロ

に

在

つ

て

は

、

信

用

.制

度

著

し

ぐ

破

壤

せ

ら

れ

各

銀

行

は

い

ず

れ

も

紙

幣

の

収

付

に

遭

遇

し

て
 

狼

狽

を

極

め

た

の

.で

あ

る

。

幸

に

も

*
行

の

準

備

金

喪

赏

で

あ

'
つ
た

ど

，」

ろ

”か
；ら

-、

求

だ

大

變

を

獾

す

に

.萊

ら

す

し

て
事
濟
み
ど
な
つ
た
の
で
は
あ
る
が
"
漢
ロ
近
時
の
金
融
の
不
幸
®
洵
に
踹
を
此
時
.に
發
し
て
ゐ
る
。
其
後
、
幾
も 

;;
な
ぐ
し
て
、
闕
R

革
命
取
の_

南
戰
邻
起
6
 
ノ
武
昌
•

長
沙
の
交.
通
は
是
にS

つ
て
杜
絕
し
、
吳
佩
孚
は
敗
北
し
で
北 

V

先
し
："

武
昌
は
月
餘
に
|
旦
つ
て
南
軍.
の
包
圍
を
蒙
り
"

漢
ロ
の
商
工
業
は
茲
に
全
ぐ
停
頓
し
て
了
つ
f t
。

;;.

:

武

昌

が

陷

落

：し
て

 

一w

息
^

ぐ
S

間
も
な
ぐ
"

湖
北
•

江
W

の
戦
端
{
l
l

s f
敵
|

の)

ビ
な
\

物
情
騷
然
た
る
裡
に 

.

淡
ロ
の
说
國
十
五
弗
は
慕
れ
た
の
で
あ
る
。
：

.

今
年
々
初
、
，長
江
下
流
：の
I堪
命
取
は
各
地
に
甽
捷
を
占
め
"

M

南
各
锴
つ
ゐ
に
國
民
政
府
の
範
圍
に
入
り
、
鑛
の 

湖
南
戰
矫
後
引
續
い.
，て
宜
昌
長
沙
方
面
に
割
據
し
て
ゐ
た
小
祇
間
も
亦
漸
次
に
武
漢
政
府
に
歸
順
し
、
た
^
京
漢
鐡 

道
の
交
通
が
猶
ほ
m

斷
せ
ら
れ
て
開
け
な
か
つ
た
一
事
を
除
け
ば
、
跟
歌
の
影
響
は
略
ぼ
靜
ま
り
、
商
工
業
は
竑
に 

:恢
復
の
緖
に
就
く
や
に
見
え
た
。
終
る
，に
琳
は
全
ぐ
人
の
意
表
の
外
に
出
で
、
漢
：ロ
の
共
產
生
義
的
運
動
は
此
時
に 

.

至
つ
て
澎
湃
ビ
し
て
氣
勢
を
揚
げ
た
。
そ
し
て
r i

エ
i

rt
T

が
殆
ざ
述
續
し
て
雄
趄
へ
さ
れ
た
結
果
、
各
業
は
皆
慠
 々

V

し
て
同
を
閉
t

、
資
本
家
の
多
數
は
他
の
地
方
に
逃
れ
、商
工
業§

衰
颓
金
融
の
停
®
{

全
ぐ
怖
る
可
き
も
の
で
あ
.つ 

M

た
。：
し
か
も
、
國
R

政
府
治
下
の
漢
ロ
は
此
時
か
ら
經
濟
封
鎖
を
酸
る
こ
s
 v

な
ぅ
、
各
地
^

の

取

^

は

杜

絕

し

て 

.

T

つ
た
の
で
"

元
來
が
貨
物
集
散
の
中
樞
で
あ
る
だ
け
に
"

漢
ロ
は
將
に
一
沙
漠
に
化
せ
ん
ビ
し
た
。
か
ぐ
て
物
惯 

ぐ
は
暴
騰
し
て
い
す
れ
も
倍
額
以
上
を
示
し
、
輸
出
額
は
急
激
に
減
少
し
て
金
融
停
®

し
，
銀
行
業
に
至
つ
で
は
預
金 

ぃ：.
は
B I

は
.ず
も
が
な
、
■貸
付
資
金
囘
收
の
望
は
全
ぐ
絕
た
れv

 

了
つ
た
I

而
し
て
這
の
貸
付
資
金
囘
收
の
問
題
は
漢 

'■
•
:
ロ
：金
融
市
撝
に
於
て
今
日
も
猶
ほ
未
解
決
の
大
懸
案
$

な
つ
て
ゐ
る
I

::
•

か
ぐ
の
如
く
雜
ロ
金
融
市
場
は
週
’表

1

年
間
に
於
て
艱
酿
に
颠
雞
を
®

ね
，
*

頹
停
順
に
呻
吟
し
て
ゐ
た
際
、
則

第
二
十
一
ゆ
::(71

六
六
七
V 

.上海
外
®
傲
替
の
'趨
r.
'
]
f
^
n
金

娜

市

場

の

诉

況

#;
十u

號 

五
五



m
u
t 

i

卷

(
i

六
六
八〕

上
海
外
國
爲
啓
.の
■嚮

及
淡
口
金
融
市
場
の
近
況
：

 

第

十

一

ー

啟

五

六
 

ち
本
年
四
月
、
前
記
の
現
金
集
中
條
例
な
る
も
の
が
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
是
に
由
つ
て
前
蒸
.

V
?

 

う
な
影
賢
生
会
の
は
全
ヾ
當
然
な
次
管
謂
ば
ね
ば
な
る
ま
い
。

.

翌
五
月
に
は
、
湖
南
の
夏
斗
裏
が
四
川
の
揚
森
f

協
力
し
て
武
漢
に
癒
し
又
.も
や
戰
端
が
開
か
れ
た
。
其 

結
果
、
现
金
集
中
條
例
に
基
い
て
市
中
に
流
通
し
て
ゐ
璧
銀
行
の
紙
幣
は.
、
S

流

缓

滯
s

f

示
し
た
が
、 

武

慶

府
S

利
ビ
共
に
幸
に
も
元
狀
に
復
す
る
こ
ど
が
出
來
た
。
然
る
に
武
漢
政
府
は
、
紙
幣
の
流
逢
狀
に
復 

し
た
の.
を
見
て
、
間
I

i

國
庫
棼
九
S

元

を4

ヶ
月
コ
ー
S

元
：づ 
> 
三

'ヶ

月

に

亘

つ

て

發

行
し
、
之
I

中
に 

於
て
現
金
同
f

流
通
せ
し
む
る
こ
ど
に
決
し
、
先
づ
最
初
の
三
I

兀
I

ど
し
て
發
行
し
た
。
曾

國

民

政

府 

は
コ
一
銀
行
紙
幣
を
流
通
せ
し
む
る
上
に
於
て
或
る
程
度
の
成
功
を
示
し
て
ゐ
I

で
あ
I

這

の

國

礬

發
I , 

民
W

に
は
餘.
り
た
い
し
た
S

が
無
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
然
る
に
發
行
の
月
餘
：、
國
民
政
府
S

產
黨
分
子 

を
翁
逐
す
る
に
及
ん
で
政
府
部
內
の
鬪
重
露
し
、
延
で
新
政
府
の
基
礎
に
も
動
搖
を
來
た
し
、
市
中
に
於
て
は
國
庫

當
時
，
政
府
ど
商
<

1
國
I

の
流
通
維
持
S

力
一

致
し
て
努
め
S

赞

大

變

I

す
に
至
I

し
てi

濟 

み

ど

，

つ

ナt
れ
ど
も
違
の
時
以
來
、
國
庫
券
^
三
銀
行
紙
幣y

j

の
間
に
は
惯
格
の
開
き
*か
生
じ
®
國
W
券
4
三 

銀
行
紙
幣
の
約
二
分
の一

の
惯
格
を
辛
う
じ
て
維
持
す
る
に
過
f

い
と5

-
J

な
つ
T 
了
つ
た
。

を
以
て
國
民
政
府
則
政
商
は
八
月
に
入
气
麗
券
の
整
理
を.
企
て
T

屋
項
の
辨
法
を
定
め
、f

を
导
な 

力

っ

た(
1

し
政
府
が
集
中
せ
る
現
金
を
除
く
の.
外
，
凡
そ
人
民
の
チ
中
に
：
.
f

現
：金
：は
國
民
政
府
の
管
W

境
內
こ
. 

在
つ
て
は
自
比
流
通
を
許
す
、
但
し
汽
船
汽
il
i
等
に
て
輸
送
f

金
額
：一
千
元
以
4

の

も

の

は

先

づ

財

政

部

の

^
:
ザ

を
#

ベ

し

O

 

1)

- #
別
税(

^

が
5
;

^
い
铺
せ)

鹽

稅

•
內

地

親

は

.現

金

を

納

む

可

し

、

此

項

税

收

所

得

は

國

»:
#

を

整

理 

す

る

用

に

充

っ
Q

0

本

年

十f

月
十
五.
：

n

杣
籤
法
を
以
て
國
靡
券
三
百
萬
元
を
囘
收
す
、
十

一
月
十
五
日
以
後
每 

」

：
：月 
一}2
2萬
元
を
囘
收
し
囘
收
完
き
の
日
に
至
つ
て
北
む
。

_:
.
果
し
て
這
の
對
策
通
ゥ
に
十
一
月
十
五
日
杣
籤
法
を
以
て
す
る
囘
收
が
實
際
に
行
は
れ

た

か

怎

ぅ

か

は

、

未
だ
報 

.

導
に
接
し
な
い
が
9
這
の
極
三
項
の
對
策
は
そ

の

第
三
の
み
が
純

鮮

に

國
庳
券
盤
理
の

辨

法
た
る
に
止
つ
て
、
他
の 

-

'
第f

第
二
は
、
國
5

盤
f

い
ふ
限
ら
れ
た
I

的
以
上
に
實
は
現
金
集
中
政
策
0
變
J

も
意
¥

た
も
の
.で 

あ

る

則

、
此
對
策
に
於
て
は
租
税
及
國
營
事
業
は
皆
現
金
を
收
受
す

る

，こ

ど

に

な

つ

た

の

で

あ

つ

て

、

關

稅

の

如
 

き
、
或
は
郵
便
馏
信
€
話
の
如
き
は
、
爾

後

、

い

ず

れ

も

現

金

に

據

る

こ

€

に

な

つ

た

の

で

あ

る

か

、ら
、

嘢

つ

て

民
 

B

ン
Br
h
業
は
现
金
の
受
授
に
S
し
特
に
法
#

の
明
文
が
あ
つ
た
譯
で
は
な
い
が
、
却
つ
て
喜
ん
で
现
金
に
よ
る 

取
引
を
開
始
し
た
の.
で
あ
つ
：て
、
此
事
は
明
に
現
金
集
中
政
策
の
變
觅
で
あ
る
。

.
そ
ん
な
次
第
で
"
今
日
漢
ロ.
に

在

：
つ

て

は

商

品

の

價

格

に

三

猶

の

も

，
の
が

，
出

來

上

つ

て

了

つ

た
。
一

つ

は申
ら
、
ホ 

國
交
紐
の
三
銀
行
紙
幣
に
よ.
る
價
格
、
ニ
は
現
金
を
以
て
す
る
價
袼
、.
三
は
國
庫
券
に
據
る
價
格
で
あ.
つ
て
、
其 

內
"
國
廊
券
に
よ
る
價
格
は
、
大
低
、
三
銀
行
紙
幣
に
よ
る
價
格
の
倍
額
で.
あ
な
、
三
銀
行
紙
幣
に
よ
る
®
格
も
亦 

現
金
を
以
て
す
る
價
格
0
侣
額
<
ら
い
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
單
な
る
瞥
見
に
於
て
は
：>
漢
.ロ
の
物
價
は
國
民
政
府
樹 

立
後
驟
然
£

て
暴
騰
し
た
や
ぅ
に
想
は
れ
る
け
れ
ざ
、
而
し
て
吾
S

那
旅
行
家
の
多
數
は
ロ
を
極
め
て
此
點
を 

r
張
し
て
ゐ
る
が
實
は
現
金
を
以
て
取
引
す
る
な
ら
ば
、
物
價
は
標
示
甘
ら
れ
た
る
價
格
の
約
四
分
の
一
見
^
に 

,
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
丨
勿
論
そ
れ
で
も
現
金
集
中
條
例
以
前
ビ
此
較
せ
ば
物
價
は
約
四.
、
五
割
方
上
騰
し
た
.の
で
は 

第
二
十一

卷

(一

六
六
九)

上
湛
外
國
馨
の
趨
向
及
淡
ロ
金
融
市
場
の
近
況 

第
卜
ニ

號

五

43



第
一
一
十一

怨

2

六
七
〇〕

上
淑
外
跗
爲
昝
の
趙
肉
及
衡n
金
離
市
勝
の
近
況 

第
十
一
一 

五
八 

h
あ
る
が
I

 

'

.

漢
邙
金
融
市
場
の
現
狀
凡
そ
右
や
ぅ
の
姿
で
あ
る
以
上
、
今
日
、
未
解
決
の
龜
案
ミ
し
て.
殘
さ
れ
て
ゐ
：る
も
0'.
は
、

第
一
に
三
銀
行
紙
幣
の
價
格
を
如
何
に
し
て
維
持
す
可
ぎ
か
、
第
二
に
！|
發
1
ー
背
离
元
の
通
貨
的
國
庵
餘
を
如
佩
に

處
分
す
可
き
か
、
第
三.
に
對
上
海
爲
替
を
如
何
に
し
て
恢
復
す
可
き
が
>.

の
5
問
題
で
あ
る
で
あ
ら

r
p
o
:
M
0
0

'氏
は
第
一
の
問
題
に.
就
て
、
2
}

政
府
は
即
刻
に.
銀
錢
公
會f

f

 1
1

1
1
)
^
%
%
;
!
;

し
て
三
銀
行
紙
幣
に
對
す
る
立

會
をg

始
せ
し
め
、
且
つ
髂
察
駕
を
派
遺
し
て
其
取
引
を
^

#
す
る.
こ
ど
、(

ニ ： )

政
府
は
各
商
店
に
命
令
し
て
趴
«
及

現
金
の
差
游
干
溉
以
上
を
以
て
取
引
す
る
こ
ど
を
禁
止
す
る
こ
ど
、(

三)

政
府
は
_
*
銀
行
を
し
て
市
場
の
趨
勢
に

順
じ
て
、
適
時
に
紙
幣
を
伸
縮
せ
し
む
ろ
こV

J—
-

の
三
法
を
暗
示
し
た
。
氏
の
謂
ふ
如
ぐ
、
國
服
券
發
行
の
當
初
其

價
格
は
三
鈒
行
紙
幣
ビ
大
差
無
ぐ
、
其
流
通
圓
滑
で
あ
つ
た
に
も
拊
ら
す
發
行
後.
一
ヶ
月
餘
に
し
て
初
は
一
彐
萷
、
終

-

に
は
五
割
方
の
暴
落
^

來
し
た
の
は
、
國
I

撕W
の

鬪

爭

に

於

：て
：

*

產
黨
が
故
意
に
放
つ
た
流
言
！
！
語
を
、
機
を
看
る

に
敏
な
る
商
人
が
故
蒽
に
.利
用
し
て一  
一I

銀
行
紙
幣
及
國
靡
券
の
價
格
を
自_

に»

縱
し
た
結
梁
に
外
な
，ら
ぬ
の
で
あ

つ•
て
、
詮
じ
詰
れ
ば
當
時
錢
市
の
公
開
取
引
行
は
れ
す
、
其
相
場
は.
錢
市
以
外
に
於
て
；商
人
の
手
に
ょ
つ
て
暗
々
裡
に

I

自
由
に
造
ら
れ
た
か
ら
で
，あ
る
9.
で

，

か
、
る
事
實
に
廳
る
な
ら
ば
、
今
、漢
ロ
銀
錢
公
會
を
し
て
三
銀
行
紙
幣
の
立

會
を
公
開
せ
し
む
：る
，こ
ど
は
”
紙
幣
の
市
慣
を
純
經
濟
的
に
支
配
し
得
る
唯
一
の
途
で
あ
る
ど
結
論
す
る
こ
ビ
が
出

來
や
ぅV

J

想
ふ
。
沘
や
政
府
が
號
察
M

を
派
遣
し
て
其
取
引
を
it
瞥
す
る
に
於
て
は
.、
銀
錢
公
會
の
操
縦
分
に
過
ぎ 

甚
し
ぐ
投
機
的w

な
る
や
う
な
場
合
に
は
、
耽
引
に
制
限
を
加
へ
又
ば
靜
止
す
f
 
ニ
さ
，？

へ
も
出
來
る
次
籁
ぞ
私
な
。

パ：

氏の說

{
第
二
法
、_

則
ち
政
府
が
各
商
店
に
命
令
し
て
、
若
干
額
以
下
の
割
：引
を
.以

て

三

銀

行

紙

幣

を

受

授

す

'る 

> i 

S
を

禁

止

す

る

こ

ど

は

、

經
：濟

S
I

然
の
法
則
に
/X
す
る
所
で
あ
つ
て
、
隨
つ
て
現
在
の
漢
ロ——

漢
ロ
ば
か
P

で 

な
ぐ
他
の
い
す
れ
の
都
市
に
あ
：つ
て
も
^
^
支
那
で
あ
る
限
う
-
果
し
て
其
效
^
を
擧
げ
得
る
か
は
甚
だ
疑
は
し
いo 

:
又
、，
第
三
法
は
極
め
て
合
理
的
對
策
た
る
に
は
相
違
な
い
が
、
.實
行
を
期
待
す
る
こ
ビ
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。 

か
の
瑰
金
集
中
條
例
で
.い
ふ
天
下
に
類
の
な
い
法
雜
を
公
布
し
て
ま
で
も

紙
幣
を
發
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た 

の
は
"
國
民
政
府
が
現
金
の
缺
乏
に
困
ん
だ
結
果
に
I外
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
し
て
み
れ
ば
、
今
後
之
を
if
發
す 

:
る
可
能
こ
そ
は
あ
つ
て
も
、
市
場
の
趨
勢
に
順
應
し
て
收
縦
す
る
や
う
な
財
政
的
能
力
は
あ
h
よ
う
替
が
な
い
。
故 

.:
に
這
.の
第
二
第
三
の
方
策
は
勿
論
行
は
ぬ
よ
り
も
行
っ
た
方
が
好
い
に
は
相
違
な
い
が
、
何
よ
b
も
急
務V」

す
る
所 

は
前
.記
第一

の
方
策
を
實
行
す
る
ァ」

ヾ

」

で
あ
る
^
想
ふ
。

第
ニ
0
間
題
*
即

ち

旣

，發

國

.
靡
券
の
處
分
に
就
て
日
へ
ば
、
載
銘
禮
氏
の
謂
ふ
通
り
"
政
府
は
爾
後
國
庫
券
の
通 

貨
的
流
通
を
禁
止
し
、

一
定
期
問
の
後
、
之
が
民
間
所
有
者
に
對
し
本
息
を
償
還
す
る
こ
ど
S
す
れ
ば
極
め
て
節
單 

に
處
分
さ
れ
る
譯
で
あ
る
。
幸
に
餘
發
國
庫
券
は
三
西
萬
元
に
止
り
、
財
政
部
.ゆ
繼
續
し
て
發
行
す
る
こ
ビ
を
中
止 

し
だ
.の
で
あ
る
か
ら
、I

ヶ
年
若
ぐ
は
一
年
半
ビ
い
ふ
期
問
を
@
け
ば
、
如
何
に.
國
民
政
府
ど
は
い
へ
、
三
西
萬
衆 

修
の
徵
還
は
さ
の
み
困
難.
で
は.
あ
る
ま
い
。
元
來
、
國
庫
#
な
る
も
の
は
：實
は
«
期
公
倩
で
P
つ
て
、
^

*
が
之
 ̂

現
金
同
機
に
行
使
す
る
こ
ど
を
命
じ
た
の
が
變
則
な
の
で
あ
る
か
‘ら
、
今
之
を
整
理
せ
んv

せ
ば
、
本
來
の：

性
質
た 

:.
る.
短
期
公
債
に
立
戾
、ら
し
め
れ
ば
以
て
足
う
る
次
第
で
あ
も
。

第
三
の
，間
題
"
即
ち
對
上
海
爲
替
に
就
て
見
る
に
、
抑
も
上
海
篇
替
が
非
常
に
高
い
所
以
は
< 
ー)

漢
口
市
'場
に
紙

第
二
十1

饴

：C1

六
七一

V
;
:上
海
外
闽
爲
#
の
趨
尚
及
淡
ロ
金
娜
市
#
の
近
況
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第
二
十

一

卷

(
一

六
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1
)

±
溆
外
國
爲
#
.
の
趙
ロ
及
淡
ロ
金
融
市
揚
の
近
況

 

第

十

二

號

六

0

幣
が
充
滿
し
て
现
金
が
缺
乏
せ
る
，」

ビ(
I

一〕

漢
ロ
の
輸
to
'

が
減
少
せ
る
こ
ま
三)

漢
ロ
の
上
海
其
他
の
商
1|
他
^
:に 

對
す
.る
產
業
資
金
の
酿
係
が
均
衝
を
失
せ
る
こ
^
/
、が
主
な
る
原
因
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
佥
集
中
條
例
公
11
|
後 

の
紙
幣
流
通
額
は
果
し
て
幾
何
の
巨
額
に
上
つ
て
ゐ
る
か
元
よ
り
明
で
は
な
い
が
、
前
：記
の
如
く
紙
幣
を
以
て
す
る 

物
傭
ば
現
金
に
よ
る
物
僧
の
倍
額
で
あ
る
S
い
ふ
现
狀
か
ら
推
し
て
、
紙
幣
充
满
の
程
度
略
ぼ
判
斷
さ
降
よ
ぅ
。
則 

ち
此
點
が
對
上
海
爲
替
高
値
の
第
一
因
を
爲
す
の
で
あ
る
。
又
昨
年
秋
以
來
、
漢
.口
の
猶
出
入
贸
易
は
著
し
く
減
退 

し
>
•
本
年
に
入
つ
て
は
稅
收
に
就
て
見
る
•に
下
記
の
如
く
前
年
の
同
時
期
に
比
較
，し
て
其
の
半
數
に
達
し
な
い
の
で 

あ
る
-—

戰
举
の
影
響
が
あ
る
一こ
ど
は
日
ふ
ま
で
も
な
い
。

民
、十
六
年一

河 

1
1

月

三

月

 

四

0 

，輸
出
入
桃
總
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一
九
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ニ

海
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四
八
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三

三

ニ

五
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四
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五
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二
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前
年
よ
り
も
減
少
せ
る
類 

三
0
9
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ニ
〇
三
•
六
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五

ニ

ニ
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ニ
七
7
三
五
四

,

則
ち
此
點
が
第
二
因
を
爲
，す
の
で
あ
る
。
ヌ
、
昨
年
來
、
漢
ロ
資
產
家
に
し
て
上
海
其
他
丧
江
下
流
の
安
全
な
る 

部
市
に
其
產
業
資
金
を
移
さ
な
.か
つ
た
容
は
殆V」
無

い

の

で

，
の
つ
て
、

漢

ロ

の

資

赍

は

出

ず

る

所

大

に

し

て

\

る
所 

皆
無
ど
い
ふ
有
様
で
、
則
ち
第
三
因
を
爲
し
て
ゐ
る
。
故
に
對
上
海

爲

替

を

；平

價

に

復

せ

ん

S
す
る
に
は
此
等
の
三 

E
を
除
け
ば
好
い
,
で
あ
る
が
、
目
下
の
狀
況
に
於
て
輸
出
入
を
樹
進
し
た
\

他
の
地
方
よ
り
資
金
を
吸
收
し
た 

り
す
る
こ
ビ
は
到
®

不
可
能
で
あ
る
^
す
れ
ば
、
さ
し
づ
め
、
紙
幣
を
收
縮
し
て
通
貨
®
格
の
上
騰
す
る
こ
S
を
期 

待
す
る
外
に
途
が
な
い
ど
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
I

尤
も
紙
幣
を
收
縮
す
る
こ
S

は

前

段

に

明

で
あ
る
如

く

極

め

て® 

難
で
あ

る

け

れ

V」

も

。(

十

一

月

廿

日

〕 

.
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表

最

近
-+
年
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於
け
る
偷
敦
銀
塊
及
上
海
の
英
志
爲
替
相
、場
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融
市
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近
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九

月

ニ

十

六

日

o
om

pton  

B
eaacham

p
,  

B
erk*  

s
h

ire

に

John  

R
avan

 

S
e
n

io
r

の
畏
男
s

し
て
生
れ
、

一
八
六
四
年
六
月
四
日K

e
n

sin
g

to
n

な
る
自
宅
に
高
名 

:
な
る
經
濟
學
者
^
し
て
逝
：い
た
の
で
あ
る
。

國
篇
論
の
出
版
フ
ッ
ト
の
蒸
氣
機
關
の
完
成
及
び
ァ
メ
リ
力
に
於
け
る
獨
立
.宣
言
之
等
に
依
つ
て
記
憶
せ
ら
る
ベ 

き一

七
七
六
年
を
以
て
"
產
業
茁
命
の
進
行
漸
く
顯
著
ど
な
れ
る
時
ど
看
做
し
、

一

八
三
ニ
年
に
於
け
るthe 

first 

R
e
f
o
r
m

 

B
i
l
l

の
發
布
を
以
て
、
そ
の
一
段
落
を
吿
げ
し
時
^
す
れ
ば
4

シ
ュ
ョ
ァ
の
前
半
生
は
王
に
產
業
革
和
,* 

就
の
最
高
潮
時
に
當
る
も
のV

い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
暫
ら
く
我
等
を
し
て
當
時
を
国
領
せ
し
め
ょ
。

1
^
謂
產
業
革
命
に
於
け
る
原
動
カ
«

、
資
本
及
び
之
に
隨
伴
せ
る
資
本
主
義
的
褙
雜
で
あ
る
、
固
ょ
A
 f

七
七
六 

年
f

遥
か
以
前
に
於
て
、
大
部
の
英
國
エ
業
は
資
本
主
義
的
企
業
の
色
，彩
を
帶
び
て
ゐ
た
,
商
業
資
本
家
は
生
産
，
 

溝
$
消
®

者
の
間
に
介
在
し
，
生
産
者
に
M

料
を
供
給
す
る
ビ
共
に
そ
の
製
造
品
0:
爲
.め
に
市
場
を
求
め
た
、
或
は 

又
生
產
渚
が
何
等
の
原
料
を
自
ら
所
有
せ
す
し
て
、
單
に
供
給
せ
&
る
、
原
料
に
加
エ
し
て
勞
銀
を
受
く
る
も
の
も

第
二

十
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